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研究目的 

 本研究は、日本の近代公文書アーカイブズ資料群につき、その資料群の形成過程とび内容構造に関する分析を行い、

日本アーカイブズ学研究の進展に寄与しようとするもので、４年程度の期間を想定している。具体的には、東京都立川

市役所所蔵（立川市歴史民俗資料館保管）の旧砂川村役場文書（約 1，800 点）につき、研究会（１０名参加予定）を

組織して次の 4 つの研究活動を実施する。①資料群の全体把握のため総目録の作成。②資料群の大半は多量の公文書を

合綴した簿冊であるので、各簿冊の収録文書に関する件名目録の作成。③立川市役所行政文書のうち、旧砂川村に関す

る永年保存文書の調査と目録の作成。④前期 3 種類の目録に基づき、資料群の形成過程、役場組織を踏まえた資料群の

構造把握、文書の内容分析を実施する。 

 

研究成果  

 平成２２年度は、東京都立川市役所所蔵の旧砂川村役場文書（立川市歴史民俗資料館保管、約 1，４00 点）及び立川

市役所永年保存文書（立川市文書法政課管理、約１５０点）につき、研究会（１５名参加）を組織して下記の研究活動

を実施した。①資料群の全体把握のため総目録の作成（終了）。②各簿冊の収録文書に関する件名目録の作成（作業継

続中）。③立川市役所行政文書のうち、旧砂川村に関する永年保存文書の調査と目録の作成（所在調査終了）。 

 公文書群の作成時期は、明治４年（１８７１）のいわゆる目地４年式戸籍の一部から、昭和３０年前半（１９５０年

代後半）の砂川闘争関係文書群までに至る。文書群の点数は上記の通りである。構造及び内容の分析は今後の課題であ

るが、特に砂川闘争関係では、全国から砂川村役場に寄せられた「激励電報」の簿冊７冊をはじめ、従来全く知られて

こなかった資料群が確認されつつある。また立川市役所永年保存文書については、これまで全く調査の手が及ばなかっ

た公文書群を調査することができ、昭和戦前期の砂川村における青年学校関係資料を確認するなど、多くの成果を挙げ

ることができた。 

代表的な研究発表・特許等の成果一覧、特記事項等  

本研究成果に基いて科学研究費補助金の申請を行い、基盤研究（Ｂ）「近代公文書アーカイブズ構造と情報に関す

る学際的総合研究」（平成２３年度～２５年度）の交付が決定した。 

 


